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1. はじめに  

近年、交通手段として歩行への関心が高まりつつあ

る。屋外の歩行空間は居住空間に次いで身近な空間で

あり、歩行快適性は歩行の楽しさに大きく影響してい

ると考えられる。また、歩行者交通は他の交通に比べ

はるかに低速なため、その周辺の歩行環境を十分に認

識できる。しかし、現在の日本の歩道は、歩行空間と

して必ずしも楽しく快適なものであるとは言い難い。

このような背景から、歩道空間の歩行者のための歩行

快適性が今後ますます重要となる。 

本研究では、都市部の歩道空間の歩行快適性を評価

することが最終目的である。近年、歩行空間の快適性

評価に関する研究は多く、実験の方法や対象も多岐に

わたる。これらの既往研究で取り扱われている歩行快

適性の影響要因を分類し、今後の研究の基礎的な枠組

みを確立した。 

 

2. 対象研究および分析方法 

「快適な歩行」、「快適な歩道」、「歩行」をキーワー

ドに、概ね過去 30 年間の国内の関連する主要な論文集

（土木学会年次学術講演会講演概要集、土木学会文集、

都市計画学会論文集、日本造園学会研究発表論文集、

ランドスケープ研究、日本建築学会学術講演梗概集、

日本音響学会誌、色彩科学会誌、スポーツ科学研究な

ど）に発表された論文を対象とし、以下の方法に基づ

いて分析を行った。 

1） 対象とした論文から、歩行快適性の要因とその評価

手法を洗い出す 

2） 収集した要因と手法を、機能性、美的性、安全性、

耐気象性、感受性の 5 つに分類する 

3） 評価手法が確立されていない項目を明確にし、その

中でどのような項目が歩行快適性を評価する上で

必要であるかを検討する 

 

3. 歩行者快適性の分類とその考察 

歩行快適性を機能性、美的性、安全性、耐気象性、

感受性の 5 項目に分類し、レビュー結果をこれらの項

目に沿って分類した（表 1）。ここで、歩行者に影響を

与える要因を「影響要因」、影響要因を評価するものを

「測定方法」と呼ぶことにする。 

表 1 歩行者快適性の分類 

分類 影響要因 測定方法

歩道の機能性 低木植栽（膝）

路面の平坦性 凹凸

路面の衝撃吸収性 歩道の舗装

歩道の機能性 高木植栽，低木植栽（膝）

車道のアメニティ 低木植栽（膝）

街路樹の繁茂具合 日中気温

街路樹による緑陰 地表面温度

喧騒感 緑の量

日影
街路樹の繁茂具合
歩行者は日影部分を選択する

自動車からの水蒸気の排出 絶対湿度

明るさ 歩行速度

にぎやかさ 歩行速度

活気 歩行速度

歩道の快適さ 滞留時間

歩道情報 街路樹（高木）で隠れていない

物理的な歩行のしやすさ 経路の有効幅員幅，通行人の少なさ

歩行者の到着時間 歩行者通行量，歩道幅員

色彩 歩行速度

景観 歩行速度，歩道の材質・色、植栽など

樹木近傍の空気密度 空気温・湿度分布

美しさ 街路樹（高木），街路樹（低木（膝））

注視特性 地面，エッジが注視点の大部分を占める

雨天時に滑りにくい 歩道の舗装

自動車に対する緩衝効果 街路植栽

大気中の汚染物質 自動車の走行方向，上空を覆う街路樹

安全性 街路樹（高木），街路樹（低木（膝））

体感温度 建物配置，植栽位置

温度むら（爽やかさ） 街路樹，空気温度，不規則な空気の流れ

飽き具合 歩行速度の変化

ストレス 歩行者同士の衝突

時間制約の有無による
心理的負担

パラメータの比較

開放感 街路樹（高木），街路樹の繁茂具合

自然をどの程度感じるか 緑量　

経路選択 段差，階段

快適な歩行 見た目に歩きやすそうで美観に優れた歩道は快適

快適な歩行速度 3.5～5km/h

安心感 街路樹（高木），街路樹（低木（膝））

恐怖感 街路樹（高木），街路樹（低木（膝））

快適性の向上感
商業活動の魅力，緑・うるおい感
ストリートファニチュアの魅力

耐気象性

感受性

機能性

美的性

安全性

 
 

【機能性】歩道の物理的な性能（凹凸など）や歩道空

間にある街路樹や標識、明るさ、にぎやかさ、日影、

混み具合などを機能性として分類できる。歩行速度や
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街路植栽を測定することで評価しているものが多い。

また、歩道の明るさや活気が歩行速度に影響している

とする研究が多い。 

【美的性】沿道建物の色彩、樹木の体裁、歩行者の注

視特性などを美的性と分類した。景観に関する研究が

この項目には多く、歩行速度や街路樹が測定方法とし

て多く利用されている。 

【安全性】雨天時に滑りやすい、自動車からのプロテ

クション、大気中の汚染物質など、歩行者の安全に関

わる項目を挙げる。歩行者と自動車に関連する研究が

多いが、歩道空間に関連する研究は少ない。 

【耐気象性】気象条件は他の全ての項目の評価を左右

する。気象と歩行者または歩道との関係を扱った研究

は少ない。しかし、体感温度や気温に関連した研究が

目立つ。 

【感受性】飽き具合、ストレス、安心感や恐怖感など、

歩行者心理に関わる要因を挙げる。「機能性」に続いて

既往研究が多い。街路樹が歩行者に大きな影響を与え

るとするものが目立つ。 

 

 以上のレビュー結果より、歩行快適性に関する研究

が様々な観点から分析的に個別に行われていることが

確認できた。一方、歩行快適性を総合的な観点から評

価している研究は確認できなかった。 

また、考慮されていない影響要因として、におい（機

能性）、見通しの良さ（美的性）、天気（耐気象性）、歩

行目的および圧迫感（感受性）が挙げられる。 

さらに、測定方法として不足しているもので、にぎ

やかさ（機能性）の測定方法として建物の利用形態、

物理的な歩行のしやすさ（機能性）として歩道の勾配、

景観（美的性）として光の差し込み具合などを扱って

いる研究は見られなかった。 

 

4. おわりに 

 今回のレビューにより、歩行者に与える様々な要因

を明らかにし、それを整理・分類することができた。

これまで対象とされていない影響要因に関しては、自

分で何らかの評価手法を構築する必要がある。 

 今後は今回得られた結果を基に歩行快適性の評価手

法を構築し、東京都内の主要な歩道の歩行快適性の評

価を行いたいと考えている。 
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